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SRNM近傍の燃料取り出しでは、実際の炉心反応度への印加量に対して、当該 SRNMの計数率が大きく変化

し、反応度の変化量を過大に評価してしまう場合がある。そこで、実機で採取した中性子検出信号を用いて、

局所的な反応度変化の補正方法について検討した。 
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1. 緒言 

反応度計モデルに基づく未臨界度評価では、中性子源強度を適切

に設定する事が精度上重要である。BWRの燃料シャフリングでは、

中性子源強度を 1日 1回程度補正することで、未臨界度を十分な精

度で評価できる知見を得た[1]。ここでは、実機で採取した信号を元に

当知見の確認を行った。 

2. 実機データ 

北陸電力志賀原子力発電所 2 号機にて、炉内燃料の全数取り出し

作業（全 1372 ステップ）における中性子計装(SRNM)の時系列信号

を部分的に採取した。図 1に燃料取り出し作業（81～462ステップ）

の中性子計数率について、シミュレーションによる予測値と実測値

（1分間平均値）の比較を示すが、良く一致していることが分かる。 

3. 反応度評価 

図 2 に初期の反応度がシミュレーション結果と合うように、各検

出器位置での中性子源強度を設定し、以後の中性子源強度を一定とし

た場合の反応度評価結果を示す。燃料の全数取り出しは局所的に進行

したため、取り出し位置に近い検出器の反応度はシミュレーションに

よる評価値と差異が短時間で大きくなるため、全数取り出しにおいて

は、1日に約 100ステップ進行すると想定した場合、1日 1回程度の

補正では十分な精度が確保できない可能性が示された。一方で、各ス

テップで中性子源強度を補正した結果が図 3 であり、それぞれの検

出器の局所的な反応度の変化を緩和し、適切な反応度を評価すること

ができた。 

4. 結論 

炉内燃料の全数取り出し時の実機信号を用いて静的な補正方法に

ついて検討を行い、補正の重要性を確認した。一方で、各ステップで

補正をするのは操作手順が複雑化するため、炉内燃料の全数取り出し

にも適用可能な合理的な補正方法について検討が必要である。さら

に、検出信号値には揺らぎ成分が含まれているため、揺らぎ成分に関

する補正方法についても今後検討を行う。 
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図 2 反応度評価結果（補正無し） 

図 3 反応度評価結果（補正有り） 

図 1 計数率の比較（予測-実測） 
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